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　どうぞ便は、生活が大変と感じる町
内の18歳以下の子どもがいる世帯に、
月1回、世帯10食分の食材を無料で届
ける活動です。2年前の事業開始時は
13世帯・対象者は約30名でした。現
在は50世帯・対象者約200名に広
がっており、1回あたりの配達数は
2,000食に及びます。利用世帯の8割
がシングル（母子・父子）世帯です。
　どうぞ便の事業を中心に担うのは、
町社協で生活支援コーディネーターと
ボランティアセンター事業を兼務する
町社協の松崎亮さんです。社協職員約
70名の多くは介護保険事業を担い、
松崎さんを含めて約10名が地域福祉
活動を担当しています。
　三股町では、ボランティア団体や社
協が協働して子ども食堂を実施してき
ました。加えてどうぞ便を行う目的に
ついて、松崎さんは「課題がある世帯
は見えづらく、また私たちが一方的に
つながろうとしてもなかなかつながる
ことはできません。だからこそ、できる

だけ自然な形でつながる『アウトリー
チ』のしくみが必要だと思っていました。
そこで、先行して個別に食材を届ける
アウトリーチのしくみを構築していた
文京区の『こども宅食』を参考に、ボ
ランティアと連携しながら『食』で個
別につながることを考えました」と話
します。
　実施にあたり、地域に受け入れられ
る名称を考え、専用ホームページから
の申し込み画面作成、フェイスブック
（Facebook）やライン（LINE）など
のソーシャルネットワークキングサー
ビス（SNS）を活用した案内を工夫し
ました。松崎さんによると「子育て世
帯の利用ということもありますが、現
在、どうぞ便利用者の9割がインター
ネットを通じた申し込みです。これま
で社協と全くつながっていない世帯と
関係を築けています」とのことです。
インターネットやSNSと合わせて、チ
ラシも大切な宣伝手段として活用して
います。町と連携し、町事業で保健師
が乳児世帯を訪問する際に、QRコー

ドが入ったどうぞ便の宣伝チラシをさ
りげなく世帯に置いてもらうなどの工
夫も行っています。利用申込があると、
社協職員がメールや訪問を通じて申込
世帯の状況を把握し、どうぞ便の利用
が始まります。

　どうぞ便の食材確保は、地域の生
産者の協力を得るとともに、町内の社
会福祉法人による法人貢献事業によ
る支援、そして町内企業からの支援が
加わります。地元の食材を使用して、
住民やボランティアが製造する味噌も
配っています。
　月1回のどうぞ便実施にあわせて、
食材を仕分けるボランティアが約20
名、配達を行うボランティアが約15名
関わります。ホームページを通じてボ
ランティアを希望し、仕分け作業を手
伝う住民もいます。配達する食材にあ
わせてボランティアの管理栄養士が監
修した手作りの調理レシピ（メ

も添えられます。松崎さんは「配達す
る食材は直前にならないとわからない
こともあるので、そのなかでどのように
献立を提案するか、ボランティアの管
理栄養士に工夫してもらっています」
と話します。
　配達ボランティアは各世帯に宅食を
届ける役割とともに、配達先の世帯か
ら相談ごとが寄せられた際には社協
職員につなぎます。「配達ボランティア
は、町のボランティア連絡協議会で活
動されている方や、民生委員・児童委
員に直接声をかけ協力をお願いしまし
た」と松崎さんは話します。配達ボラ
ンティアは、日頃の活動では配達先の
世帯の状況に踏み込まず、何かあった
時には親身になって話を聞くことので
きる人生の先輩の役割を果たす、60歳
代から70歳代の方が中心です。

　どうぞ便の利用世帯には、どこに相
談すれば分からず、配達ボランティア
に就職や就学について相談することも
あるとのことです。ボランティアから報
告を受けた社協職員は、相談を寄せた
世帯と連絡を取り解決策をともに考え
ます。
　これまでの例では、シングルマザー
の就労について相談が寄せられ、働き

ながら資格を得るため看護学校への
進学をサポートしました。また、学校
の授業に追いつくことが難しい中学生
の子どもを持つ母親からの相談には、
その子どもに絞った学習支援を行うこ
ととし、社協から学習支援活動ができ
そうな人に声をかけ、継続的に支援を
続けてきました。その結果、高校進学
を果たすことができたとのことです。
松崎さんは、「学習支援のニーズが明
確なので、ボランティアへの協力依頼
も具体的に行うことができました」と
話します。現在は、どうぞ便を通じて
不登校の子どもへの心配が寄せられ、
教育委員会と連携して支援を進めてい
る例もあります。

　現在、感染症拡大防止のため、どう
ぞ便の仕分けはボランティアに休んで
もらい、社協スタッフが行っています。
一方、各世帯への配達はボランティア
の力を借りて、世帯訪問時にはマスク
や手指の消毒など感染防止の対応を
行いながら活動を継続しています。
　この数カ月のどうぞ便実施を通じて、
ボランティアは配達先の世帯から「月1
回だけど配達を楽しみにしている」と
の声をもらうとともに、「学校の休校

や在宅での生活で予想以上に食費が
かかる」との声を聞いています。そのた
め、社協ではどうぞ便の事業を通じて
つながるNPOや企業の支援を受け、
現在月1回の配達を増便することを検
討しています。

　今後学校が再開されることで、子育
て家庭のさまざまな課題も生じてくる
可能性があります。しかし、これまでに
どうぞ便を通じてつながる町内50世
帯約200人とボランティア、社協職員
のゆるやかなつながりが途切れること
はありません。
　松崎さんは「2年間のどうぞ便実施
を通じて、社協のコミュニケーション力
や、個別ニーズが出てきた時の対応、
そして支援を必要とする子育て世帯の
支援の出口までを見据えた戦略を、職
員や関係者間で共有することができる
ようになりました。現在の感染症防止
対策のもとでも、その影響が落ち着い
た後も、自分たちのできる範囲で町民
のニーズに敏感に対応し、タイムリー
に支援につなげる取り組みを引き続き
続けていきたいです」と語ります。

　新型コロナウイルスの影響により、今、人と人とが互いに距離を取り、接触する機会を減らすことが求められています。人と人とのつ

ながりにより活動を生み出していくボランティア・市民活動は、これまでにない活動への制限が生じ力を発揮できない状況にあります。

　一方、各地でさまざまな工夫やアイデアを重ねながら、つながりを途切れさせず、生活が立ちいかなくなったり、孤立してしまいか

ねない人々と新たにつながろうとする活動も生まれています。

　今回の特集では、現在の新型コロナウイルスの影響下で、これまで取り組まれてきたボランティア活動を続けたり、インターネット

による→新しいコミュニケーションの手段を活用して取り組んでいる実践を紹介します。

ボランティアの絆をつなぎ続ける
～社会的距離を保たざるを得ないなかでの取り組み～

特集

関わる

食でつながるアウトリーチの形

地域の幅広い関係者とボランティ
アが協力

コロナ禍でも継続できている世帯
への個別訪問

今後の新たなニーズにも対応して
いきたい

ニーズを具体的な支援に展開する

　宮崎県三股町は、都城盆地にある人口25,467人（5月現在）の町です。高齢化率
は約27％、比較的若い住民が多く暮らしています。
　三股町社協では、2018年5月から「みまたん宅食どうぞ便」（以下、どうぞ便）を
実施しており、地域のボランティアの協力を得て、希望する子育て世帯に月1回無料
で食材を提供するとともに、配達を通じて把握したニーズを支援につなげています。
現在の新型コロナウイルス影響下での対応もあわせて紹介します。

宮崎県・三股町社会福祉協議会「みまたん宅食どうぞ便」
～ボランティアの協力で寄せられるニーズを、具体的な支援につなげる～

事例1

生活支援コーディネーター　松崎　亮 さん
まつ  ざき　　  あきら

さん

食材の仕分けには多くのボランティアが協力しています

地域の生産者の皆さんが継続的に食材を提供しています デザインされたホームページから利用申込が可能

仕分けされた食材とレシピを、
配達ボランティアの皆さんが届けます

管理栄養士のボランティアが
毎回作成するレシピ

「みまたん宅食どうぞ便」社協チームメンバーの皆さん

三股町社会福祉協議会

『月刊福祉』2020年6月号(全社協出版部) 価格1,068円(本体971円)
特集は、「ボランティアの潮流」。ボランティアを巡る節目となる事柄を振り返りつつ、そのあり方を問い直し、ボランティアの今後の方向性
を考察。
(詳細は「福祉の本出版目録」で検索)

「未来の豊かな“つながり”のための全国アクション」スタート（2020年5月）
「ホランティアや市民活動の推進、地域における生活支援等に関わってきた全国団体が協働し、WEBを活用した情報発信、交流を通じて
全国の実践を応援。
 (詳細は「未来の豊かなつながりのための全国アクション」で検索)

前列左から 長野巻穂さん、内窪弘子さん、吉田真奈美さん
後列左から 松崎亮さん、川崎紀久さん、坂口幸一郎さん、崎田宏友さん

ホームページhttps://minata-douzo.com/
「みまたん宅食」 で検索　
フェイスブック、LINEでも発信中


